
東京大学名巻教授 月尾 嘉男

「恐
怖
の
報
酬
』
と
い
う
一
九
五
三
年
制
作

の
フ
ラ
ン
ス
映
画
が
あ
る
。
戦
後
、
「
枯
葉
」

で
有
名
に
な
っ
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
で
、
数
多

く
の
映
画
に
も
出
演
し
て
い
る

Y
・
モ
ン
タ
ン

の
主
演
で
話
題
に
な
っ
た
映
画
で
あ
る
。
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
の
奥
地
の
油
田
で
発
生
し
た
火
災
を
鎖

火
す
る
た
め
、
わ
ず
か
な
振
動
で
も
爆
発
す
る

危
険
な

ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
と
い
う
化
学
物
質

を
安
全
装
置
も
な
い
ト
ラ
ッ
ク
で
密
林
内
部
の

悪
路
を
運
搬
す
る
物
語
で
あ
る
。

こ
の
危
険
な
物
質
を
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
と
い
う

安
全
な
物
質
に
変
換
し
た
の
が
数
多
く
の
発
明

を
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ア
ル
フ
レ

ッ
ド
・
ノ

ー
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
の
安
全
な
爆
薬
は
世
界
各

地
の
工
事
現
場
で
使
用
さ
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
は
巨

額
の
財
産
を
獲
得
す
る
が
、
一
方
で
戦
争
に
も

使
用
さ
れ
多
数
の
人
問
を
殺
猥
す
る
結
果
に
も

な
り
、
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
反

省
か
ら
本
人
の
遺
言
に
よ
っ
て

一
九
0
一
年
に

創
設
さ
れ
た
の
が
「
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
物
理
、
化
学
、
生
理
・
医
学
、
文

学
、
平
和

（
経
済
は
一

九
六
八
年
に
追
加
）
の

部
門
が
あ
り
、
毎
年
晩
秋
に
な
る
と
、
そ
の
発

科
学
の
役
割
を
再
考
さ
せ
る
研
究

表
が
世
界
の
話
題
に
な
る
。
日
本
は
戦
後
の
一

九
四
九
年
に
湯
川
秀
樹
博
士
が
物
理
学
賞
を
受

賞
し
て
以
来
、
最
近
で
は
毎
年
の
よ
う
に
受
賞

し
て
常
連
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以

上
に
日
本
が
多
数
の
受
賞
者
数
を
自
慢
で
き
る

の
が

一
九
九
一
年
に
創
設
さ
れ
た
「
イ
グ
ノ
ー

ベ
ル
賞
」
で
あ
る
。

接
辞
の
「
イ
グ
」
は
「
イ
グ
ノ
ー
ブ
ル
」
の

略
語
で
不
名
誉
・
不
誠
実
を
意
味
す
る
。
公
式

の
説
明
で
は
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
の
親

戚
の
イ
グ
ネ
シ
ア
ス
・
ノ
ー
ベ
ル
の
遺
産
で
運

営
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん

冗
談
で
あ
る
。
科
学
雑
誌
の
編
集
を
し
て
い
た

M
・
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
ズ
が
新
規
の
雑
誌

『風
変

わ
り
な
研
究
の
年
報
』
を
発
刊
す
る
の
と
同
時

に
、
そ
の
雑
誌
の
精
神
を
世
間
に
広
報
す
る
た

め
に
創
設
し
た
と
い
う
経
緯
で
あ
る
。

目
的
は
「
人
々
を
苦
笑
さ
せ
る
と
と
も
に
科

学
の
役
割
を
再
考
さ
せ
る
業
績
」
を
世
間
に
周

知
さ
せ
る
た
め
、
毎
年
、
十
の
個
人
や
団
体
を

選
定
し
て
表
彰
し
て
い
る
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
は

受
賞
対
象
の
相
違
だ
け
で
は
な
く
、
い
く
つ
も

の
差
異
が
あ
る
。
最
大
の
相
違
は
本
家
の
賞
金

は
一
億
円
強
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
ゼ
ロ
で
あ

る
ど
こ
ろ
か
、
受
賞
会
場
の
ア
メ
リ
カ
東
部
の

-22 -



ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ま
で
の
旅
費
も
滞
在
費
用
も

自
腹
で
あ
る
（
図
1
)
。

そ
れ
以
外
に
も
、
式
典
の
冒
頭
に
は
会
場
の

全
員
が
手
作
り
の
紙
飛
行
機
を
飛
行
さ
せ
、
そ

の
片
付
け
は
、
毎
年
、
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
教
授

の
R
・
グ
ラ
ウ
バ
ー
（
二

0
0
五
年
に
本
物
の

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
）
の
役
割
に
な
っ

て
い
る
。
受
賞
式
典
に
な
る
と
、
受
賞
す
る

人
々
は
幼
稚
園
児
の
よ
う
に
一
本
の
ロ
ー
プ
で

一
列
に
な
っ
て
壇
上
に
登
場
す
る
。
や
り
す
ぎ

と
い
う
印
象
も
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
諧
請
精

神
満
々
の
式
典
で
あ
る
。

図 1 表彰式のポスター
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図2 粘菌が発見した鉄道ネットワーク

興
味
津
々
の
研
究
内
容

本
家
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
欧
米
の
価
値
基
準
で

選
定
さ
れ
て
き
た
の
で
欧
米
諸
国
の
受
賞
者
数

が
圧
倒
し
て
お
り
、
戦
後
の
科
学
分
野
の
三
賞

に
限
定
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
が
二
四
七
人
、
イ

ギ
リ
ス
が
五
二
人
、
ド
イ
ツ
が
三
三
人
で
あ
る

が
、
日
本
は
二
三
人
で
四
位
で
あ
り
健
闘
し
て

い
る
。
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
多
数
の
人
々
を

一

緒
に
表
彰
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
正
確
に
は
計

算
で
き
な
い
が
、
日
本
は
ほ
ぼ
毎
年
受
賞
し
て

科学技術振興機構

お
り
、
全
体
の
八
％
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
人
研
究
者
が
受
賞
し
た
研
究
を
中
心
に

興
味
あ
る
内
容
を
紹
介
す
る
。
日
本
で
も
紹
介

さ
れ
て
話
題
に
な

っ
た
の
は
、
関
東
地
方
の
地

図
を
縮
小
し
、
主
要
都
市
の
位
置
に
人
口
規
模

に
対
応
し
た
エ
サ
を
配
置
し
、
東
京
の
場
所
に

大
量
の
真
性
粘
菌
を
放
置
し
て
お
く
。
真
性
粘

菌
は
時
間
と
と
も
に
付
近
の
エ
サ
の
場
所
に
移

動
す
る
が
、
一
日
程
度
す
る
と
、
そ
の
足
跡
が

現
在
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
現
す
る
よ
う

な
形
状
に
な
る
（
二

0
I
 

0
)
 (図
2
)
。

こ
れ
も
受
賞
し
た
時
点
で
新
聞
な
ど
に
紹
介

さ
れ
た
研
究
で
あ
る
が
、
公
園
な
ど
に
あ
る
銅

像
の
大
半
は
ハ
ト
の
糞
害
で
表
面
が
汚
染
さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
金
沢
の
兼
六
園
内
に
あ
る

日
本
武
尊
の
銅
像
は
建
立
さ
れ
て
以
来
、
約
百

三
十
年
間
、
ハ
ト
が
接
近
し
な
い
の
で
表
面
が

汚
染
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
を
究
明
し
た

と
こ
ろ
、
銅
像
の
金
属
に
含
有
さ
れ
る
砒
素
の

比
率
が
高
率
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
受
賞
し
た

（二

0
0
三
）
（
図
3
)
。

こ
れ
ら
を
学
術
研
究
と
し
て
認
定
す
る
こ
と

に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
ハ
ト
を
訓
練
し

て
ピ
カ
ソ
の
絵
画
と
モ
ネ
の
絵
画
を
区
別
で
き

る
よ
う
に
し
た
研
究
(
-
九
九
五
）
や
、
心
臓
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移
植
を
し
た
マ
ウ
ス
に
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
音
楽

を
鑑
賞
さ
せ
る
よ
り
も
、
オ
ペ
ラ

「椿
姫
」
を

鑑
賞
さ
せ
た
ほ
う
が
生
存
期
間
が
長
期
に
な
っ

た
と
い
う
研
究
（
二

0
一
三
）
に
な
る
と
、
イ

グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
面
目
躍
如
と
い
う
表
彰
理
由

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
開
発
さ

れ
た
製
品
が
受
賞
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
日

本
の
玩
具
「
た
ま
ご
っ
ち
」
は
数
百
万
人
の
労

慟
時
間
を
仮
想
動
物
の
飼
育
に
浪
費
さ
せ
た
と

い
う
理
由
で
受
賞
(
-
九
九
七
）
（
図
4
)
、
イ

図3 日本武尊の銅像（兼六園）
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ヌ
と
会
話
で
き
る
装
謹
「
バ
ウ
リ
ン
ガ
ル
」
は

ヒ
ト
と
イ
ヌ
に
平
和
な
関
係
を
も
た
ら
し
た
と

い
う
理
由
で
受
賞
（
二

0
0
二）、「
カ
ラ
オ
ケ
」

も
人
間
が
相
手
に
寛
容
に
な
る
と
い
う
皮
肉
な

理
由
で
受
賞
し
て
い
る

（二
0
0
四）
。

図4 たまごっち

批
判
精
神
か
ら
表
彰
す
る
事
例

こ
の
よ
う
な
諧
請
精
神
だ
け
で
は
な
く
、
批

判
精
神
を
発
揮
し
た
表
彰
も
あ
る
。
初
回
の

一

九
九
一
年
に
は
当
時
の
J

・
ダ
ン
・
ク
エ

ー
ル

副
大
統
領
が
表
彰
さ
れ
た
。
理
由
は
「
科
学
教

Wikimedia Commons 

育
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
証
明
し
た
こ

と
」
と
さ
れ
て
い
る
。
女
性
問
題
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
は
ラ
テ

ン
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
無
知
を
披
露

し
、
教
育
が
社
会
に
と

っ
て
重
要
だ
と
い
う
こ

と
を
証
明
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
亡
命
し
た
ア
メ
リ
カ
の
学

者

E
・
テ
ラ
ー
が
「
社
会
が
理
解
し
て
い
る
平

和
と
は
相
違
す
る
平
和
の
概
念
を
提
唱
し
た
」

と
い
う
理
由
で
同
年
に
受
賞
し
て
い
る
。
テ
ラ

ー
は
水
爆
の
発
明
に
貢
献
し
た
が
、
各
国
が
水

焙
を
保
有
す
れ
ば
世
界
は
平
和
に
な
る
と
い
う

核
抑
止
論
を
主
張
し
、
ア
ラ
ス
カ
に
水
素
爆
弾

で
土
地
を
掘
削
し
て
港
湾
を
造
成
す
る
と
い
う

計
画
も
発
表
し
た
た
め
、
社
会
か
ら
批
判
さ
れ

た
人
物
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
第
二
十
二
代
大
統
領
J

・
シ
ラ

ク
は
一
九
九
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
太
平

洋
上
の
ム
ル
ロ
ア
環
礁
で
六
回
の
原
子
爆
弾
の

実
験
を
実
施
し
た
。

一
九
九
五
年
は
広
島
に
原

子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
五
十
年
目
で
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
暴
挙
に
平
和
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
同

様
に
一
九
九
八
年
に
は
平
和
的
核
爆
発
の
名
目

で
原
子
爆
弾
の
実
験
を
し
た
イ
ン
ド
の

ワ
ジ
ャ

パ
イ
首
相
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
シ
ャ
リ
—
フ
首
相
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も
平
和
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
個
人
で
は
な
く
企
業
活
動
の
不
正
を

批
判
し
て
表
彰
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
イ
ギ

リ
ス
の
コ
カ
コ
ー
ラ
会
社
は
水
道
水
を
逆
浸
透

膜
で
浄
化
し
た
「
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
の

発
売
に
よ
り
二

0
0
四
年
の
化
学
賞
、

ド
イ
ツ

の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
は
排
気
ガ
ス
試
験
に

不
正
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し
て
、
ア
メ
リ

カ
の
環
境
基
準
を
通
過
し
て
い
た
こ
と
が
暴
露

さ
れ
、
二
0
一
六
年
に
や
は
り
化
学
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

こ
れ
が
研
究
？

そ
れ
以
外
に
多
数
の
表
彰
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
の
が
、
一
般
の
感
覚
か
ら
す
る
と
、
そ
の

よ
う
な
研
究
が
役
立
つ
の
か
と
疑
問
に
な
る
よ

う
な
内
容
の
研
究
で
あ
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

大
学
教
授
は
ニ
ワ
ト
リ
が
美
人
を
嗜
好
す
る
と

い
う
論
文
を
執
筆
し
て
二

0
0
三
年
に
境
界
領

域
研
究
賞
を
受
賞
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
何
人
か

の
学
者
は
ニ
シ
ン
が
放
屁
で
相
互
に
意
思
疎
通

し
て
い
る
と
い
う
研
究
で
二

0
0
四
年
に
生
物

学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

こ
れ
も

一
般
の
感
覚
か
ら
は
無
駄
で
は
な
い

か
と
い
う
よ
う
な
高
度
な
理
論
を
駆
使
し
た
研

い
ず
れ
真
価
が
発
揮
さ
れ
る
？

究
も
受
賞
し
て
い
る
。
集
合
写
真
の
撮
影
で
何

人
の
と
き
に
は
何
枚
撮
影
す
れ
ば
目
を
閉
じ
て

い
る
人
が
い
な
い
か
を
計
算
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
国
立
研
究
機
関
の
研
究
者
が
二

0
0六

年
の
数
学
賞
、
シ
ー
ツ
に
シ
ワ
が
で
き
る
仕
組

み
を
解
明
し
た
理
論
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
大
学

教
授
な
ど
が
二

0
0七
年
の
物
理
学
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。

自
身
で
危
険
な
実
験
を
し
た
こ
と
へ
の
報
奨

も
あ
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
学
者
は
ホ
ッ
キ
ョ
ク

グ
マ
に
変
装
し
て
ト
ナ
カ
イ
の
集
団
に
侵
入
し

て
ト
ナ
カ
イ
の
反
応
を
調
査
し
二

0
一
四
年
に

受
賞
。
自
身
の
身
体
の
二
十
五
個
所
を
さ
す
よ

う
に
ミ
ツ
バ
チ
を
訓
練
し
、
部
位
ご
と
の
痛
さ

を
計
測
し
た
学
者
は
二

0
一
五
年
に
受
賞
。
ヤ

ギ
の
よ
う
に
歩
行
で
き
る
装
置
を
両
手
両
足
に

装
鶉
し
、
ヤ
ギ
と

一
緒
に
野
山
を
放
浪
し
た
学

者
も
二

0
一
六
年
に
受
賞
し
て
い
る
。

一
般
の
人
間
の
感
覚
で
は
時
間
と
金
銭
の
無

駄
の
よ
う
な
研
究
で
あ
る
が
、
歴
史
を
見
渡
せ

ば
、
無
用
の
研
究
が
大
化
け
し
た
事
例
は
数
多

く
存
在
す
る
。
後
世
の
創
作
と
さ
れ
る
が
、
ガ

リ
レ
オ
が
ピ
サ
の
斜
塔
の
上
部
か
ら
重
量
の
相

違
す
る
二
種
の
金
属
を
落
下
さ
せ
た
と
い
う
有

名
な
実
験
が
あ
る
。
こ
れ
は
自
由
落
下
の
法
則

で
科
学
の
基
礎
に
な

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

紹
介
し
た
研
究
も
、
場
合
に
よ

っ
て
は
偉
大
な

法
則
発
見
の
前
触
れ
か
も
し
れ
な
い
。

実
際
に
以
下
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。
十
九

世
紀
中
頃
に
イ
ギ
リ
ス
の
学
者

G
．
ブ
ー
ル
が

当
時
は
哲
学
の
対
象
で
あ
っ
た
三
段
論
法
な
ど

の
論
理
思
考
を
数
式
で
計
算
す
る
方
法
を
発
明

し
た
。
ま

っ
た
く
無
用
の
研
究
と
し
て
無
視
さ

れ
て
い
た
が
、
一
世
紀
後
の
二
十
世
紀
中
頃
に

な
り
、
こ
の
ブ
ー
ル
代
数
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の

回
路
設
計
に
必
須
の
学
問
に
な
っ
た
。
美
人
コ

ン
テ
ス
ト
は
ニ
ワ
ト
リ
が
審
査
す
る
時
代
が
到

来
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

筆
者
が
政
府
の
先
端
研
究
課
頼
の
選
定
委
員

を
し
て
い
た
と
き
、
議
論
の
途
中
で
文
化
勲
章

も
受
賞
さ
れ
た
著
名
な
学
者
が
、
天
才
が
未
来

を
見
通
し
て
提
案
す
る
研
究
課
題
の
意
義
は
凡

庸
な
学
者
が
判
断
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
と

発
言
さ
れ
、
全
員
が
し
ば
ら
く
沈
黙
し
た
こ
と

が
あ
る
。
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
研
究
は
簡

単
に
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
未
来
の
金

鉱
を
発
見
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
。
挑

戦
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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